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私のカリキュラム研究

本iヨは「在、のカリキュラムiIJr"y'EJというテー

マで講演します。当初は「私とカリキュラム研

究」にしょうかと考えましたが，ご存知のよう

にカリキュラムには履歴書という意味がありま

す。カリキュラムをiiJf究することは白う子史を内

省的に振り返りながらj架めていくことではない

かという捉えで，ここに掲げるようなタイトル

を設定したわけです。私にとってのカリキュラ

ム研究という趣旨でこれから講演を致します。

「人生約10年周期説j という考えを以前から

唱えております。 10年を節目に人間はlj在、機が訪

れるのではないかと。私の人生を節iヨ機に

よって刻んでみました。ここで「約jと付けた

理由はきちんと 10年になっていないからです。

私が生まれた1951年(昭和26年)には日本は戦

後の復興を遂げたfl寺でありました。「もう ij先後で

はないjと言われ始めた頃です。この表現はそ

の後かもしれませんけれども，戦後 6年目に生

まれて，父親が地方公務員をしていたものです

から， 61年まで父親の異動と共にあちこち転校

しました。この lil1i校体!挨Jが私のカリキュラ

ム研究のベースにはあるのではないかと考えま

す。特に小学校の一年生から三年生まで 2年半

ぐらいを過ごした鹿児島県の奄美大島の喜界島，

これは奄美大島本島の右下にある小さな島，東

経130度線が通っている島でありますけれども，

ここで過ごしました体験は私にとって大きな意

味がありました。

方言はほとんど分からない地域で，サトウキ

ビ栽培，製糖業，漁業，大島紬織等で生計を立
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てる家庭の子どもが多く， 1:1:1には生活保護を受

けている苦しい境遇の子もいました。それまで

の自分の生活から比べるととても考えられない

ような環境にいる同級生たちと共に過ごしまし

た。そして 2年半の後，今度は鹿;!と島市内の 1=1]

心校lこi転校しました。子どもながらにそこで強

く!さじた点は「何とまあ学力の定があることか」

ということでした。教1Mの仁jヨには r-，I急からの子

はとても引き受けられなしづなどという方がし 3

て，私のクラスがなかなか決まらなし、。廊下で

椅子に恋って待たされました。すると学年会を

やっている声が漏れ聞こえてくるわけです。 11jjf:

島からの転校生を引き受けFて指導ーする I~l 信がな

いという j也旨のある教師の声です。「ええっ，島

の子はこんなに差別されているのだ!とびっく

り仰天でした。それから学力出で追いつくまで

に3年かかりました。学習指導要領で、日本は全

国一律の教育課程になっていると言われており

ますが，実際のところはそうでなし E。転校先の

鹿児島市内の小学校で「私は筆算を習っていま

せんjと答えたら「嘘をつくなjって言われて

ほほをつねられた覚えがあります。それからi怒

しい気持ちが沸いて出てきまして，夜 1=1]の 1IJ寺

まで勉強した覚えがあります。負けでなるか，

島の子を代表して頑張ろうと小学11ヨ年生なりに

強く決意したのだと思います。

勉強で力を発揮することで一目置かれるよう

になるという体験と同時に，都会の学校ではユ

ーモアのセンスも磨けました。いまでは田仁jヨ統

治と言えば[駄活落・オヤジギャグj と連想さ

れます。そうなった原因は小学五年生のfJ寺の担

任の先生からの影響が大きい。朝の会から帰り
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の会まで、冗談の連発が続くような笑いの絶えな

いクラスでした。!拡j匹iJ容を言わないと存在感ま

で薄らぐクラスで，そこで「習練jを積んだお

蔭でいまでは脊髄反射のように i~t{西落が浮かぶ

ようになりまして，笑いの力によって癒し系の

存在!惑を得ました。その後， 1臼=ヨi宅が引つ越して

i仁:作5芋ど斗j校交はj近丘 くの)鹿i克主児j烏詰ブ大三ミ学i芋引左斗叩1:開:{初{行]'1属去 1:千什i

て外音部1)ば昼生ミとして入f号宇学3手芋j全二しましたo I:HI二1:1 での 3 年 11~J

は[持ち上がり jだったこともあって，ネ託子高な

家庭の友人を持つことができました。大学構内

にある学校だったのでアカデミックで自由な雰

1m気を満喫できました。またビートルズなどの

ポップス好きの友人とも出会いました。いまも

年に 1IITlは同級生たちとクラス会を開し 1ていま

す。メンバーを見れば，三菱商事，外務省，

NHK，大企業，税理士，大学病院の名医まで多

彩な分野で活躍Itl・活躍してきた方々が多いで

す。仕事の分li!J'は違っても li:I学生時代のIIIぴ、名

に戻ってi日交を温めています。

さて鹿児島に l)j~らず九州は全体に学歴主義や

受験文化の訪れミところがあります。たとえば，

筑駒の元副校長でした井ヒ正允先生が佐賀大学

教授として移られてしばらく経ってから私

ねられたことは「九州つてなんでこんなに J受!挨

文化一色なの?しかも九大の合格者ばかり競っ

ているじゃないj と。確かに受験文化において

九州はかなり競争的なところがあると感じます。

特に鹿児島はその傾向が強し 1と言われています。

理由の一つには西南の役で維新の担い手だった

方が大勢亡くなったことがあります。 中央との

パイプが断たれてしまい，中央で活躍する人物

を育てるという期待もあってこの受験競争の激

しさがあると思います。この空気の中で中学

校-高校時代を過ごす中で，学歴や学力をめぐ

る矛盾は一体どこから生じているのだろうかと

し=う!謁心を抱くようになりました。

それもあっての「あまのじゃく jなのか，私

の人生を振り返ってみると ナンバ-2をあえ

て選ぶ面があります。鹿児島の高校ナンバ-1

といえば，鶴丸高校という有名な高校がありま

す。全国IKでは鹿児島ラ・サール中-高校があ

ります。なぜ鶴丸に行かないのかと周囲から言

われましたけれども，在、は甲南高校 (1日iIJ!J二中)

を選びました。ノーベル物理学賞を受賞された

赤111奇勇先生(名城大学終身教授)はこの!日fli!J鹿

児島二中のご出身です。実を言えばセーラー!JI~

がかわいかったことも理由のーつではありまし

た。でも甲南高校も進学校ですので，勉強に追

われていました。その i二十lで将来の進路と学lyJj分

Wj'を考えたのです。担任の先生に私は教育学を

やってみたいと言いましたら，突然， II:EI1i:1，お

前この受験体ffJlJをなんとかしてくれj というふ

うにおっしゃる。いつもは受験-受験と生徒の

尻を1]11し1ている先生からそんな言葉が出てくる

とは信じられなかった。やはり先生もそういう

ふうに受j挨文化の矛盾を感じておられたのだと

しミうことに!惑じ入りました。

そうして70年に九州大学教育学部に入学しま

した。学部生の 11寺に73・74年のオイルショック

を迎えます。日本の高度経済成長が終わりを告

げて，学生の就職も氷河期に入るのです。当H寺

はまだキャンパスに学生運動の残り火が燃え盛

っている時代でありました。セクト i問の内ゲバ

やリンチが行われるような 11寺代に入ってきてお

り，陰惨な内ゲバが学内でも繰り広げ、られると

いう時代状況の中で、大学に入ってきていたわけ

です。ご存知のように連合赤軍事件がありまし

て，それ.!-)、昨，急激に日本の学生運動が衰退し

ていく様を目の当たりにした学生時代でした。

そして1973年，日本の高度経済成長を支えてき

ました原油価格が大幅に値上がりするという

態が起こり， 1翼民生活にまでオイルショックが

ってきます。夜11時以降は全てのテレピが放

送を取り止めましたし，ネオンサインも消され

ました。ょうやくエコロジカルな社会になった

なと私は歓迎していたのですが，その後またバ

ブルの時代へ突入することになります。日本は

オイルショックをターニングポイントにすれば，

いまと少し違う屈の様子になったのかもしれな

し'0

大学 4年生になって企業に就職するか進学す

るかということで迷いました。就活もやりまし

た。このまま大学院に進む人生を選んでしまう

と非常に狭い人生になりそうな気がしたもので
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すから，会社の説明会に行きました。するとい

きなり内定が出たりする。私は就職するつもり

はありません，社会見学に来ただけですからっ

て断ったら怒られました。結j局弓大学|院淀に入学し

て教育社会学という分町野，の研究をやりました O

なぜ

もともと杜会学をやつてみたかつたカか、らでで、す O

社会学者にはユダヤ人が多いわけでで、すD ユダヤ

人というのはヨーロッパにおいてそうですけど

も，ある社会の辺境人で、ありまして，なかなか

中に入っていけないという境遇に置かれていた，

そういうマージナル人たちが社会学者に多いの

だと P.L.バーガーらの f社会学jという入門

書を読んだらそう書いである。なるほど，在、の

転校生としてもった異文化体験というのは実は

社会学者の関心，なぜ社会学に引き寄せられた

かというとそういう所以があったのかと振り返

ってみれば気付かされるわけです。

僻地であった喜界島での体験がある意味で、教

育社会学という専門分野に向いた理由でもあっ

たのかなと思います。文化人類学という分野に

も興味がありまして こちらも面白そうだな

異文化という点では文化人類学のほうがもっと

近いような感じもしたのですが，文化人類学と

いうのは調査で、遠方の秘境にフィールドワーク

に行くようだから経済的な負担が大きいと思い，

結局，教育社会学の方を選んだのです。大学院

では修士課程で子どもの社会化の研究，そして

博士課程ではテーマを代えてカリキュラムの社

会学的研究を行いました。大学院を単位取得退

学後の 2年間，当時は「特別研究員Jと呼んで

おりました助手l識に 任期が2年ですので 2年

たったら必ず退職するという約束で採用されま

した。このまま就職口もなくプ一太郎になるの

かなと覚悟していた時に， 2年目の 2月28日に

愛知教育大学に採用が決まりました。僅か 1カ

月の間に福i両市から愛知県メJj谷市にあわただし

く引っ越すことになりましたO 九大で、 2年，愛

知教育大学には81年から93年まで12年，筑波大

が22年， 2年 2年 2年とず、っと 2が続いている

なという因縁をなんとなく感じます。

愛教大では自分なりに一生懸命考えて作った

のが「カリキュラムの社会学j という研究分野

です。これは60年末期ぐらいからイギリスで起

こった教育研究のムーブメントであったのです

が，かなりラデイカル(急進的)な批判思想か

ら起こってきた。当時 社界iやでスチューデン

トパワー(学生運動)が横溢していた時代でし

た。イギリスの大学の場合は文化面でのラデイ

カリズムに影響されて，これに!惑化された

たちが大学院に進み研究者になって，イギリス

社会で、不問に付されてきた学校の伝統的なカリ

キュラムこそがこの社会の矛居と不平等を生み

出すメカニズムの一つになっているではないか

と批判的に研究し始めたのです。そういう問題

意識から始まったカリキュラムの社会学に興味

を持ちまして，高校・ 1=1:]学教育の調査研究を行

いながら，日本で必要な研究は何か，教育社会

学独自には何ができるだろうかと自分なりに必

死で考え抜きました。ふり返ってみると無手勝

だったu'fiもあって，新米セールスマンのように

「飛び込みJで学校に調査をお願いしに行くとい

うようなこともしました。それくらいに必死だ

ったのです。

なぜそんな無茶をやったかと言いますと，愛

知県というのは当時， i管理教育jで矢口られる県

でありまして，千葉と愛知は管理教育のメッカ

とか批判された11寺でもありました。そういうと

ころに調査を頼みにいきますと調査拒否に遭う

わけです。当初は|校長会を通すようにjと言

われるので，校長会に質問紙の案を持っていっ

て説明したりしましたら，あまり引き受けると

いう空気は無いわけです。ここの質問はどうい

う意味だとかいろいろ尋ねられまして，修正し

でもこれは難しいなと思し Eました。そこで自分

で質問紙を持って飛び込みで、頼み込むというこ

ともやりました。飛び込んだ先が校長会の会長

さんの学校だったこともありました。それでも

何か意気に感じてくれたのか， i他所で言っちゃ

駄目だよ」って言って引き受けてくださいまし

た。有難かったですね。スケートの伊藤みどり

さんが通っていた中学校でしたけれども， i他所

で言っちゃ駄呂だよ」って言われて，やはり研

究者は直接足を運んで頼んでみるものだなとそ
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のIl寺に実感したわけです。

カリキュラムの社会学的問:究という分野を試

行錯誤で、作ったその後はどうかといえば，資料

の年表では93年から2004年度までで区切りまし

たけれども，筑j皮大に来て ¥_;iろいろな共同研究

に参加す出せて]買いた。というか赴任する前から

すでに待ち受けa ていたという状況でそのような

1:1:1に入って行きました。自分なりにフィールド

ワークでやってきた調査の手法を使って共同研

究でも一定の役割を果たすという経験をさせて

頂いたことが，その後の実際の教育課程改革の

実践研究，これは学校現場，地方自治体，中央

政府機関を含めての教育課程改革において専門

家としての役割を果たすうえでの鍛錬になった

と思います。筑波大学に着任してからの22年間

を振り返って，この93年から2004年までを区切

った理由は， 2005年からは附属小学校の校長を

初めとして，専攻長，学系長，研究科長などの

責任のある役]肢を務める立場になりまして，こ

れ以昨は本当にガラッと研究生活が変わったか

らです。研究よりも職務の方を優先する生活，

具体的に言えば，定例の会議を取り仕切るとい

う仕事がルーチンワークになる。 2004年までは

自分なりにマイペースで自由に研究をやれた

「幸せなJ時期でした。

当時，日本カリキュラム学会では教科再編と

いうプロジェクトが進んでいました。それから

筑波大学では桑原敏明先生の高校科研が進行し

ておりましたし，その後もう一人の桑原隆先生

が代表の小中一貫教育プロジェクトも動き出し

ました。それから門脇先生の教大協のプロジェ

クトも動いていると。それぞれに「君が分担を

するところはもう決まっているのだよJi手ヰ研の

分担者にはあなたの名前も入れて申請しである

からもう辞退できないよjみたいな感じでしたo

fそんなjと言ったのですが， しかし選べない。

分担者になると報告書ーをまとめないといけない。

報告書をまとめるっていうのは結構大変で「科

研の報告書が書けんJと駄酒落を飛ばすぐらい

に本当に大変な仕事なのですが，だけどそのお

かげで一生懸命，とにかく資料を集めてまとめ

るという訓練ができました。

それからもう一つは個人{すr~'Eでも申請しない

と研究費をもらえないので，その申請書の書き

何でもどこにでもしゃにむにいろんな仕事を子

{云わされてもう嫌だなと思うこともあるけれど

も， しかし，学ぼうと思えばいっぱい学べるこ

とはある。そういう経!換を積む機会となったこ

とに!さ謝したいと思います。おかげ株でここに

きましたように，ヰl学校での選択教科fJJljの調

査についての科研を自分の個人研究で得ること

ができました。茨城県内の指定校や筑波大学附

属中学校での選択教科制のカリキュラムの実践

と成果を調査することができましt:.o 1mの仕事

ではカリキュラムづくりの研修講演や実地指導

ですね。それから実践研究の主任としてカリキ

ュラム開発のお手伝いもさせて頂きました。そ

のときにはやはり 教育の筑波大学というブラ

ンド，ネームバリューのおかげだろうなと感じ

ることが多々ありました。たとえば，文部科学

省の研究 I~号発学校の企画評価委員です。これは

文科省の中で比較的研究的な協議会です。そこ

で指定を受けたいという学校の審査や，指定校

のカリキュラム開発についていろいろな角度か

らアドバイスをしたりそれから実地調査をした

りという仕事をお年ぐらいやりました。この役

所での仕事は私にとって幼小中高のカリキュラ

ムについて幅広く実際に調査研究をするための

よい機会となりました。

それから茨城県の教育研修センターで協力校

の先生方と共同研究を行う仕事も入ってきまし

た。一時期は茨城県の職員でないかと言われる

ぐらいに通って，一緒に実践研究をやりました。

ここでの経験も色々なネットワークを広げる意

味で，私の血肉になったと患います。それから

ベネッセの「中学生のモノグラフ」という調査

研究会の活動もあげられます。今は廃刊になり

ましたが，小学生，中学生，高校生のモノグラ

フという調査研究の報告書を全国の学校に配る

という，現場への還元型の調査に携わることが

できました。それから附属学校の先生方との共

同研究ですね。筑波大には計10校の ~Ü属学校が

あります。研究発表会の案内が学系の事務室に
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置いてあったものですから，それを頼りに見学

に行きましたら， r大学から本当に来るとは患わ

なかったjみたいな顔をされて， 1-あんた誰Jみ

たいな扱いだったのです。それからだんだんと

附属の先生たちと顔見知りになっていって，

徐々にその繋がりを作れました。実践研究の指

導をするというよりも，アクションリサーチと

いうのはパートナーシップでやるものだと

れるように， I貯属の先生たちとも「タメ iコJで

話せるぐらいのネットワークを作れたと思いま

す。

こういうふうに筑波大に来た当初は大変戸惑

うことも多かったです。 一番ショックだったの

は研究費が少ないということでした。前の大学

の方がはるかに多くもらっておりまして， r博士

課程をもっているのに，なぜこんなに研究費が

少ないの jと近くの研究室の先生に尋ねて行っ

たら， r田中さん，あのね，筑波大では研究費は

科研に申請して自分でもらってくるものなのだ

よ。どこか天から降ってくるものじゃないのだ

よjと言われて，そうなのかとその時は驚きま

した。自分で獲得してくるためには研究計画書

を作らないといけなし 1。そのノウハウをここで

教わった気がします。このように筑波大学とい

うブランドの力でいろいろな分野に翼を広げ、る

ことはできたのですが，今度は逆に忙しくなっ

てきて，少し仕事を絞らないといけないと思う

時期でもあります。この前半期jの研究で自分な

りに学べた点を整理してみますと， まず私は学

校調査から研究に入っていきました。

学校というところはなかなか調査に門戸を開

かないところでもありますけれども，その時に

私は自分の頭を切り替えました。調査を拒否さ

れるのも調査の始まりだと。調査を頼みに行く

と拒否に遭うから後退してしまう場合が多いの

で，知り合いの方を通じてお願いしようという

のが普通のやり方です。しかしこれだけでは十

分ではない。断られたらなぜ断ーるのかを調べな

いといけない。その理由をしっかりと尋ねはじ

めると，やがて「いいよ，しょうがない，引き

受けてやるよjと言われることが多いですねo

fなんだったんだJと思うのですが，一度ぐらい

断られでもそれでめげちゃいけないということ

をこの時に学びました。そういう学校調査を通

して学んだ経験を教育課程の調査に繋げていこ

うと試みました。カリキュラムに関する先行jiJf

究の多くは教育計画表や指導案を中心に検討し

ている。 t5trfILl落で「カミ jキュラムと言ってい

るのですが，ペーパープランとしてのカリキュ

ラムです。なお付言しておきますが，カミキュ

ラムは私のオリジサルの駄刑落で、はありませんD

2014年に亡くなられましたお茶の水女子大学名

誉教授の森隆夫先生が最初に使われたらしいと

1111いております。名駄tiJ日落だなと思いました。

ペーノfープランとしての「カミ jキュラムだけ

をこれまで却f究していたけれども ，J.デューイ

うように，学習経験の総体として子どもが

生活の仁!ヨで学んでいるものもカリキュラムと捉

え直してみると，研究する対象が俄然出白くな

ってくる。年間指導計画や単元計四Iiのように紙

の上に書かれたものだけを分析してきたからカ

リキュラム研究はあまり出白くない，学習経!投

を調べるという視点を立ててみると，これまで

手付かずであった領域に入っていける。こう言

いますと必ず批判を受けます。そこまで間口を

広げるとそれはカリキュラム研究ではない。学

校生活研究と呼べというふうに批判を受けるこ

ともあります。しかし，対象が広がるから，だ

からこそ1mEl ¥;'というのが研究で、あります。カ

リキュラムの概念を拡大して進めていこうとす

ると理論と実証を繋ぐための理論的な枠組を持

っていないとまとめられなし、学校現場に入っ

てケーススタデイーをやり始めると資料はたく

さん出てきます。このデータはどのような理論

の枠組を使つては号珪uできるのかという見通

しを持って，そのステッフ。の上に研~)'t を積み上

げていかないとカリキュラム研究も限界に突き

当たる。

その時にミドル・レンジ・セオリー(11:]範囲

の理論)というものですが，米国の社会学者R.

K.マ一トンの提案した実証的理論に注目しまし

た。現在，百本のマスコミでフランスの経済学

者ピケテイの r21世紀の資本jが脚光を浴びて

います。けれどもすでに60年代から[マタイ効



果」という視点が提出されていまして，富める

者はますます富めるという法則性を発見した点

ではマ一トンの方が先であります。彼はその他

にも「自己成就的予言JI逆機能jであるとか素

H青らしいアイデアを生み出していてオリジナリ

ティにあふれた社会学者で、す。そのマ一トンは，

誇大理論，大きな理論に対しでもっと小さな理

論，フィールドを意識した理論を創らないとい

けないが，だからと言って細部には入り過ぎて

もいけないというバランスある視点の重要性を

指摘した。私は「なるほどj と思いましt:..o

そこで自分なりに枠組みを作って教科の調査

研究を進めました。一時期，T.クーンのパラダ

イム論をもじった「教科のパラダイムJに興味

を持って調査をしたこともありました。すると

調査は全くやらないで純理論的にパラダイムを

研究している方から，パラダイムのその使い方

はおかしいと， クーンはそんなことを言ーってい

ないと研究会で、指摘されたこともありました。

当時は無手勝流でしたので，自分で「鍵概念j

f乍って自分でどんどんフィールドに入っていく

ということで「使える理論Jを作ってみた時期

だったと思います。研究者人生の中では自己流

でも批判を恐れずに突き進む勇気が必要な時期

があります。それはたぶん30代の前半から半ば

くらいではなし Eかと思います。この時期を逸す

ると，雑務に逃れて研究心を失って論文が書け

なくなるという事態に陥ることがあります。な

ので，たとえ尊敬する方から批判や疑問を受け

てもすぐにへこまずに根拠ある自己主張はして，

自分なりの着想を大切にしてほしい。なぜなら，

その批判の多くは，若い研究者を「つぶすJた

めではなく， Iゆさぶり・ためし・きたえるjた

めに行われているからです。

教育の場を見て歩くという経験が教育研究者

にはどんな分野であれ大事だ、と思います。文科

省の仕事をしていると，教育委員会や学校関係

者から「お客様jとして遇される役国りもあり

ます。しかし奉られるだけで現場の実態はよく

見えない。ですが，肩書きを外して，研究のた

めに取材する人間として訪関すると，逆に学校

側からは「うさんくさいjと見られます。たと

えば職員室のドアをそっと開けて|失礼しますj

と言っても，セールス扱いで誰も返事をしてく

れないこともあります。そういう両面性から学

校を経験してみるというこ通りのアプローチを

取らないと学校という世界のもつリアリティー

には迫れないと実感しました。質問紙を宅急便

で送ってまた送り返してもらうという手l習をか

けないやり方も多いですが，そういう時でも時

間があれば学校まで持参してお願いに行くべき

です。そして学校の空気を感じて，教室に入っ

て実際に児童生徒が記入している場面も参与観

察する方がよいです。自分の段で見たことは自

分自身への説得力をもつからです。

実はそこまでやらないと調査をやったことに

はなりません。学校の先生にお任せで済ませて，

それをコンピュータ一室で分析するだけという

のでは，これは本当にもったいなしヨ。私と同じ

年代の著名な研究者で，彼も高校生研究をやっ

ていて，ずっと高校生のデータをコンピュータ

一室で分析していて，それで論文を書いていた

人がいます。ある日，高校生と産接に話す機会

があって， I高校生ってこんなに幼かったのだJ
と驚いたと言いました。それまでは彼はたぶん

自分の世界でそのデータを分析していたのでは

ないかと思います。「生身Jの高校生は幼いもの

です。それは実際に現場に行って見ないと分か

らなし」私はフィールドワークを活用して，現

場を実地に見るということをやっていく必要が

あると思います。

しかし，現場に行けばただそれだけでよいと

いう単純なものではありません。私も過去に質

問紙調査をかなりやりました。そこで独自に考

えついた方式ですが，調査をやったらやりっぱ

なしではいけない。簡単な報告書を送る，それ

でいいのでしょうと院生の皆さん思うでしょう。

報告書を送るだけでは不十分，私なら「調査報

告会jというのを学校で開く。するとそれが思

わぬ形で第二次調査につながる。私がよくやっ

たことは，生徒調査をやったらこれを教員研修

の機会にしませんかと校長に提案して報告会を

やらせてもらう。先生たちから結果の解釈につ

いてコメントをもらうのです。私がこの傾向は
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こうだからじゃないかつて仮説に沿った解釈を

提案しますと， Iいやそういうものじゃなしリと

いう意見もいろいろと向かせていただいて，そ

れがまた論文を書くうえでは非常にためになっ

たということがあります。「報告調査Jこれは私

のオリジナル，発明だというふうに思います。

それと質問紙と併せて面接法を習得したことが

大きかったと思います。

インタビューイング(面接法)という方法は

アメリカの大学では調査法のトレーニングのー

っとして確立されているもののようです。イン

タビューと言うと日本では取材のスキルのよう

に受け取られていますが 最近『聞く力jと言

うベストセラーも出ています。長寿番組i~.徹子

の部屋Jではないですが，人間味のある深いイ

ンタビューや対話の技法が注目されています。

人に話を開いてもらい，興味をもってもらい，

それがまたもっと伝えたいという気持ちを掻き

立てる，これは高度な調査法です。そういう専

門的な視点から対談を聞きi宣してみると，この

間き手は話の核心を掴むのがうまいなと感じる

かと思います。

また，選択教科市Ijの調査で思いついた方法で

すが，従来のカリキュラム研究だと指定校の時

期だけを見に行くのですね。実は指定が終わっ

た後で調べに行かないと駄自なのです。カリキ

ュラムに何が残っているかという点に実践のエ

ッセンスが残っているのであって，指定校を受

けている間は見せるためのパフォーマンスです。

何が残っているか，指定を解除されても何を残

したらいいかというところにカリキュラム石庁究

の大事な要素があると発見しました。先生たち

にとっては少しいじわるな見方かもしれません。

カリキュラムは普通の状態に戻ったところで本

物のカリキュラムになる。何が残ったかを調べ

ないといけないなというふうに感じました。

ここで閑話休題です。以前，ペスタロッチ祭

というと必ず出てきたこの二人ということで見

つけた写真です。本日は片割れの窪田先生が校

務で居られませんけれども ここに写っている

のはバーレンから来たシャキルさんの姿ではな

いかと思いますので，かなり!日い写真です。な

んで¥最近は出演しないのですか， もう活動休止

ですかとよくきかれるので この場でお答えし

ておきます。私らがやらないのではなく， n乎ば

れなくなったのです。以前はベスタロッチ祭ア

ーベントのプログラムをま[1むときに事前に出演

の打診や依頼がありました。出演依頼があれば

事前に練習して出演できるのです。いつの頃か

らか出演の依頼が来なくなりました。そうこう

していると， どこかで1:1打きつけたのか，附属小

の文化祭である「若桐祭 jで校長も何かやって

ほしいという主催者からの依頼がありました。

そこで新たに校長先生バンドを結成して三年目

には教員，お父さんバンドの方々も一緒に，最

後の曲は i学園天国jを2回も演奏しでもうこ

れで、大満足，後は東京ドームしかないと思った。

定年退官記念は東京ドーム・早朝コンサートと

銘打とうと企画はしていたのですが，こんなふ

うに退職を早めましたので 後はポール・マツ

カトニーのライブにお任せしようと予約しまし

た。来月， 72歳で、もすこぶる元気なポールの姿

を見に行ってきます。

次に後半に入ります。 後半期には私にはし、ろ

んな仕事が来ました。「仕事は丸飲み_l を基本と

していました。 呼ばれるうちが華というふうに

思いましてね。これも一つの運命だと思いなが

ら引き受けていって， I多忙化の極みjが2009

年であります。この年には 専攻長と学系長と

研究倫理委員長，そして学会創設20周年記念事

業委員長などを務めました。すべての会議が重

なる第 l水曜日の 1. 21UH3は気が狂し¥そうな

位に忙しかった。人間 人生で、最も忙しし¥1時期

がやがて来るだろっと覚悟してはいましたけれ

ども， 2009年 (58歳)が私にとってはピークで

した。

なぜそこまで仕事を引き受けたかと言います

と，先ほど紹介でもありイギリスのイースト・

アングリア大学 (UEA) での経忠実があります。

ケンブリッジデミには行かずにノーフォーク州の

大学に客員として行ったのです。ノーリッジと

いうノーフォークの州都と言いますか，そこに

ある大学で、す。ノーリッジは中i止の雰囲気を残

す教会が多い雰囲気のよい街でした。 UEAで見



たのはサッチャー改革で、大学はこうも変わって

しまうのかと思えるぐらいの激変で、す。多くは

女性の非常勤職員，博士号持ちの人たちが期限

付きで研究員として雇われている。私が「以前

から UEAは非常勤ばかりだったのかねjと尋

ねたら， Il iや，昔は常勤で男性も多かった。サ

ッチヤー改革のせいでこうなったのだ。Jとい

う。教育学の学 I~:î 分野の 1:1:1で基礎的分野{哲

学・思想-歴史-社会学)はほとんと"~l前もな

いのです。実践的なサブの研究テーマを持って

いないと学内で生き残れなし'0プロジェクト名

で研究室も割り振られ予算を獲得してきたとこ

ろに重点配分する。研究費が豊かなところは研

究員も多く雇える。この状況を見てこれは日本

の大学の将来の姿かも知れないと思いました。

そういう危機感もあって外の仕事も取り込んで

実践的な研究に取り組むべきだろうと思い，そ

の後に始まった大型学際研究，たとえば門脇先

生を中心に三学系で行った寛容社会フ。ロジェク

ト，医学や心理の脳科学者たちと取り組んだ脳

科学応用プロジェクトであるとか。それから日

j問中のアジア比較であるとか。これと前後して

岡本智周先生との『共生と希望の教育学』を刊

行するプロジェクトも。この本が東日本大震災

の直後に刊行されました。振り返れば夜、なりに

よく頑張ってきたつもりであります。

では学際的・実践的な視点からカリキュラム

を見ればどう考えられるのか。カリキュラム研ー

究は「教養の学Jではないかと考えた。これと

似た分野名(これは駄泊落ではないのですが)， 

f栄養学jの動向はどうなっているのかと気にな

り始めて調べたわけです。教養学と栄養学の比

較など誰もしていない。栄養学を調べてみたら

栄養の研究はダイエットの研究が主になってい

る。人間が生きてし 3く上でどういう栄養素が最

低限必要かという研究テーマを主流にやってき

ている。片や教養学は何をやっているかといえ

ば，将来の社会で生きるためにはこういう教育

が必要だ，いやこういう教育こそ必要だとカリ

キュラムの内容を「てんこ盛り jにする動きに

なっている。ダイエットとは真逆の研究をやっ

ているということに気付いたのです。研究の方

[向性としては から学ぶべき点があると。

そこでアジア比較によってカリキュラム改革の

動向を調べてみた。たとえばシンガポールの場

合，教科領域をたたんでいます。そうしないと

「てんこ盛りJのカリキュラムになってしまうか

ら。生涯にわたって学び続ける人間を育てるた

めには，詰め込みでなく I:!]身の深い学習をさせ

る教育課程に転換しなし、とし 1けなし '0 ところが

日本では教科の数が増えるわけで，増やすのな

らどこかを減らさないといけないというのが定

説なのですが，り込んでいくだけのカリキュ

ラムの有様について考えさせられました。

こうした問題意識もあってアクション・リサ

ーチ(実践研究)もいくつかやりました。東京

都の品川区では文科省の研究開発学校の指定を

受けた「教科再編・系の学習jの研究を支援し

ました。小中間で五領域に教科群を統合してみ

るという実験的研究を 3年間やりました。かな

り無理もしましたが 普通の公立の小中学校で

このプロジェクトが最後までやれたというのは

驚きでした。

これと1]1jに国際協力活動も試みました。教育

学系と JICAとの中南米教師養成機関関係者短

期研修を 3年間，附属小学校では文科省と ]ICA

による現職派遣教員の帰国後の社会還元研修支

援フ。ログラムを 2年間，それぞれ学系の先生方

のご協力を得て何とか成果を上げることができ

ました。残念なことに大学本部がこれらの社会

貢献活動を十分に把握しておらず，その結果，

これらの実績を組織評価に反映されなかった点

で不十分でした。しかし，これらの試みも広く

「世界の教師たちの生涯学習」を見込んだ国際的

な取組みとなりました。この問題意識をつなげ

ていくと，日本の学校教育に必要な視点は「カ

リキュラム・マネジメントjという全体(ホー

リステック)的な見方ではないかという結論が

だんだんと明石在になってくるわけです。

後半期において試みた学際的で実践的な研究

成果の中から私が整理してみます。脳科学から

カリキュラム研究につなげられるかどうかと疑

問を持たれます。安彦忠彦先生や桑原敏明先生，

門脇先生も教育学の立場から脳科学に関心を持
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っておられる。案外たくさんの研究者が関心を

払っているのだと知りました。人間!の学習-知

性・教養のつながりについて考えていく仁で脳

科学の視点は避けて通れないのではないか。私

はそのつなぎを才能教育に求めています。英才

教育ではなくタレント・エデュケーションとい

う生徒全体の個性を底仁げ式に伸ば、すような拡

張教育やカリキュラムの個別化のあり方につな

げていくと，この関心が「基礎教育課程の一員;

市Ij J という実践的なテーマを切り I~{~ くように忠

うのです。小中一貫，中高一貫，高大接続まで

多様な一貫教育の形がありますが，それは何に

向けた一設なのかというと，ひとの才能を開花

させるための一貫教育なのだという柱が必要で

す。これこそ生涯学習につなげていくためにカ

リキュラムを簡素化する時の原理-原則として

大事にしたいと考えます。

ところがいま日本の教育界では生涯学習とい

う理念が忘れ去られています。 昨年11月に 1=1こ1教

審への諮問がありました。読んでみると生涯学

習というキイワードが一つも出てこなし、。 海タト

では「生涯学習者を育てるJという目標に最重

点:イヒしているというのに。インターナショナ

ル・バカロレア(IB) の日本版が注目されてい

ますが， IBの第一目標は「有能な生涯学習者に

なろうJという理念を掲げ生徒に日常的に校内

で掲示して強調している。吐界の教育改革の流

れを振り返れば、， 70年代初め頃から生涯学習者

を育てるために学校教育では何が必要かという

問題が一貫して議論されてきました。日本では

教育基本法を改訂するに当たって「生涯学習社

会をめざすjという自擦に掲げ、たにもかかわら

ず，文科省ですらそのことを忘れているように

感じられる点に危機感を覚えます。

さて，残り時間が10分ほどになりました。本

日の講演でお伝えしたかった点を整理して簡潔

に申しますと， 1-求めよ，さらば閃かれんJとい

うことです。教育を研究する仲間たちのネット

ワークづくりでは特にそうだと思います。 Iヨ本

に留まらず世界中に求めれば似たような問題意

識を持っている人が必ずいます。そういう人た

ちとネットワークを作っていったらよいと思い

ます。そしてサブテーマを持つこと。「芸は身を

タスク (task)Jと駄認可落のような表現で恐縮で

すが， ここで言いたいことは，一一つのメインテ

ーマだけに閉じこもらず こんなこともやれる

よ，あれにも関心持っているよという余絡や遊

びのタスクを持つ方がよいということ。器用貧

乏人では図るのですが，そうならない程度に，

多禄なことに関心を持-ってチャレンジしてみる。

それが研究する者の 111記を広げるのではないかと

いうことです。

最後に「頼まれたら(基本的に) I1Yrらないj

ことです。これは程!支II¥J)起ですが，私は何かを

頼まれたらそれは1'1j1に与えられたフィールドだ

と考えることにしました。だから審議会や{詰f究

大会等の場もフィールドワークとみなせば，こ

こには多様な考えの方がし、らっしゃるのだなと

か，こういうふうにうまく切り返して答えるの

だなとか，相互作用の場而に参加しながら観察

する研究のよし百機会となります。(EE!ベ市1U台が当

事者となるわけです)。困難な現場に入るコツ

も，ひょっとすれば 頼まれたら値力!i')i'らなし 1

ということではないかと思し 1ます。カリキュラ

ムの場合，多様な視点が研究の切り口になりま

す口校務分掌である係の仕事もカリキュラムと

関係してくる。

私が筑波大学に着任した当初に人li:庁学類の教

育課程専門委員を務めました。一一緒に委員を務

めた先生から「僕はカリキュラムのことは分か

らんから田中さんに全部任せたjと丸投げされ

ました。当時，人11:¥1学類で、は新i日のカリキュラ

ムが入り組んで複雑で，そのこともよく分から

ない私がゼロから埋f砕するわけです。そこで何

から始めるかと考えて，在、は教育課程表の埋解

よりも，まず学生さんに「君はどんな授業を受

けてきたの?いまのi時間割も書いて見せてくれ

る?Jと頼んで彼らの時間割の方からJJJl解しよ

うとしました。このカリキュラム理解のアプロ

ーチは実は研究j去ともつながっている。だから

教務の仕事を「雑務だから嫌だ，嫌だjと忠う

のでなく，お仕事が実はTi3f究につながり，それ

がやがていつか趣味にもつながっていく分野で

もあるなとポシティブに， 1-笑ってお仕事」とい
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う考えに転換しました。この経験は学会で発表

しましたし，そういう中で、卒業生調査法を用い

たカリキュラム評価の方法を開発したわけで、す。

最初は思いつきでやったのですが，駒場の同窓

会の協力を得て本格的に実施してみて，とても

興味深い結果が得られましたので，学会で共同

発表して，駒場の先生と院生とで論文に仕上げ

ました。仕事も研究も工夫次第で一石二鳥も三

鳥も採れるのですD

最後のまとめです。共同研究・侶人研究・実

践研究を三位一体型で捉えようということが私

の提案です。今週の土曜!ヨに筑波大学教育学会

がI~司かれますが， この学会の目的は， r刑属学校

と共同1i)F~:E を進めようということにあります。

附属学校をフィールドに活用して共同研究に挑

戦してみてほしし」間属は特殊だから対象にな

らないという先生もおられますが，中に入って

いろいろと試みてからそう結論づけるのであれ

ば仕方がないですが，まずiヤに入ってよく観察

して勤し Eてみてほしいですね。

それから10年周期説で言いますと， 10年後の

自分の姿を具体的にしかもポジテイブに描こう

じゃないかと。夢というほど大きいものでなく

てもよいです。ノトさなステップを10年後の自分

に向けて，たとえば外国留学に行けたらいいな

ではなくて，そのために英語力を磨いておくと

いう段取り力，私もイギリスで苦労しました。

英語をもっと本格的にやっておけばよかったな

と後海する時がきます。 10年後の自分を大きく

描いてやってみてほしい。最後の最後の写真は

故*RI~の桜島です。1，117メートルで，筑波山より

240メートル高いだけですけれども，火口は500

メートル直径があります。この山を眺め10年後

はこの風景を見ながら温泉につかることを描い

ています。

フィールドを大事にした研究を皆さんに託し

たいということ，それから遊びも大事だよと。

カリキュラムでは特別活動と言います。特別活

動のもつ教育力は大きいです。道徳、が教科に格

上げという表現を聞くと私は教科になることが

なぜ、格上げになるのかよく分からない。教科外

活動であるがゆえの「よさjがある。研究を志

す人も「遊び」と言える様な余地を残しておく

方がよい。人間科学としての教育学とここでは

書いていますが，私自身は「社会科学としての

教育学の可能性jを提唱したい。科研の分類で

は教育学は社会科学の分野です。人文科学では

ありません。社会学，政治学，経済学，市場調

査，ビジネス科学とかそういった分野ともコラ

ボして教育研究のl協を広げて，実用の学として

の教育研究の構築を目指してはどうかと考えま

す。以上，雑駁でありましたけれども，ご清!誌

をいただき誠にありがとうございました。長年

にわたり大変お世話になりました。さようなら。
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